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第 6 章 維持管理の省力化に配慮した構造形式・構造細目 

 

6.1 一 般 

桟橋の効率的な維持管理を行うためには，桟橋の設計時において点検・調査方法や補

修方法をあらかじめ想定し，これらの作業が容易に行えるよう構造形式や構造細目に配

慮しなければならない． 

【解説】 

今後，設計・建設される桟橋については，施設に求められる性能を設計供用期間中にど

のように維持していくかについて，設計段階で維持管理計画を検討する．維持管理計画で

は，点検診断の種類，点検診断で対象とする部位・部材，調査の方法などについて，各部

材の維持管理レベルを踏まえながら，具体的に記述する必要がある． 

他の多くの港湾構造物と同様に，桟橋では部材の大部分が海水中あるいは飛沫帯に位置

している．このため，供用期間中の点検診断が確実に実施できるよう，また，維持管理が

容易に行えるよう，設計段階からあらかじめ構造形式や構造細目を検討しておくことが有

効である．例えば， 

 ・点検孔（写真-6.1.1～2）や点検足場・歩廊（写真-6.1.3～4）などの設置 

 ・モニタリングのためのセンサの設置 6.1) 

 ・補修などの対策を行うことが計画されている場合に，対策が容易に行えるような処置 

 ・交換が必要な部材などで，交換作業が容易に行えるような処置 

などが考えられる． 

 近年，設計･施工の段階から維持管理に配慮した桟橋上部工の構造形式として，床版部分

をプレキャスト化することで，供用中の床版の取外しおよび交換ができるリプレイサブル

桟橋上部工が提案されている 6.2)．リプレイサブル化によるメリットとして，プレキャスト

化による工期の短縮と部材品質の確保，点検診断時に床版を取り外すことで床版だけでな

くはりの点検診断が容易になること，部材交換による対策となることから対策実施期間が

短縮できることなどが挙げられ，今後，実工事での採用と広範な普及が期待される． 
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写真-6.1.1 点検孔             写真-6.1.2 点検孔 

（高知港防波堤）             （羽田空港 D 滑走路） 

 

  

写真-6.1.3 点検足場           写真-6.1.4 点検歩廊 

（名古屋港飛島埠頭）          （羽田空港 D 滑走路） 

 

  




